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【手続補正書】
【提出日】平成28年11月1日(2016.11.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）のワイヤレス通信の方法であって、
　前記ＵＥのアップリンク送信に基づいて観測されるビットレートを前記ＵＥによって決
定することと、
　前記ＵＥのための利用可能なリンク容量を推定することと、
　推定因子を選択することと、
　前記観測されるビットレート、前記推定される利用可能なリンク容量、および前記推定
因子に応じて、前記ＵＥの今後のアップリンク送信のための利用可能なアップリンクスル
ープットを推定することとを備え、
　前記推定される利用可能なアップリンクスループットが、前記観測されるビットレート
と長期因子の積、保証ビットレート、および最小ビットレートのうちの最大値であり、こ
こにおいて前記長期因子が、前記推定因子の関数である、方法。
【請求項２】
　前記観測されるビットレートが、スケジューリングされるアップリンク送信許可に基づ
き、開始および終了を有する少なくとも１つのバースト期間ｔを含んだ観測期間Ｔのビッ
トレートの大きさに対応し、前記開始および前記終了のそれぞれが、通信イベントに基づ
く、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記開始が基づく前記通信イベントが、１）前記ＵＥによるスケジューリング要求（Ｓ
Ｒ）の送信、２）前記ＵＥによるバッファステータスレポート（ＢＳＲ）の送信、３）前
記ＵＥによるランダムアクセスチャネル要求（ＲＡＣＨ）の送信、４）前記ＵＥにおける
アクティブ時間タイマーの開始、５）半永続スケジューリング（ＳＰＳ）の開始、６）ア
ップリンク許可の受取り、または７）前記ＵＥのアップリンク送信バッファにおけるデー
タの存在のうちの１つまたは複数の最も早いものに対応する、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記終了が基づく前記通信イベントが、１）前記ＵＥが送信するデータを有しないこと
、２）前記ＵＥのアクティブ時間タイマーが停止すること、３）ＳＰＳの終了、または４
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）前記観測期間Ｔの終了のうちの１つまたは複数の最も早いものに対応する、請求項２に
記載の方法。
【請求項５】
　前記観測されるビットレートが、複数の観測期間にわたって測定されたビットレートの
平均である、請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記観測されるビットレートが、ＢＳＲに基づき、総ビット数を送信するのにかかる総
時間に応じて前記ＢＳＲで報告される前記総ビット数の大きさに対応する、請求項１に記
載の方法。
【請求項７】
　前記推定される利用可能なリンク容量が、最大レートの効率因子倍、および全保証ビッ
トレートの合計のうちの最大値である、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記最大レートが、先のアップリンク送信の変調およびコーディング方式に基づく、請
求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記推定因子が、前記推定される利用可能なアップリンクスループットが前記観測され
るビットレートに対応するように選択される、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記推定因子が、前記推定される利用可能なアップリンクスループットが前記推定され
る利用可能なリンク容量に対応するように選択される、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　推定因子を選択することが、前記推定される利用可能なアップリンクスループットが、
前記観測されるビットレート未満の値と、前記観測されるビットレートから外挿されるビ
ットレートに対応する値との間であるように、最初の推定因子をスケーリングすることを
備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　推定因子を選択することが、前記推定される利用可能なアップリンクスループットが、
前記観測されるビットレート未満の値と、前記推定される利用可能なリンク容量に対応す
る値との間であるように、最初の推定因子をスケーリングすることを備える、請求項１に
記載の方法。
【請求項１３】
　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置は、ユーザ機器（ＵＥ）であり、
　前記ＵＥのアップリンク送信に基づいて観測されるビットレートを決定するための手段
と、
　前記ＵＥのための利用可能なリンク容量を推定するための手段と、
　推定因子を選択するための手段と、
　前記観測されるビットレート、前記推定される利用可能なリンク容量、および前記推定
因子に応じて、前記ＵＥの今後のアップリンク送信のための利用可能なアップリンクスル
ープットを推定するための手段とを備え、
　前記推定される利用可能なアップリンクスループットが、前記観測されるビットレート
と長期因子の積、保証ビットレート、および最小ビットレートのうちの最大値であり、こ
こにおいて前記長期因子が、前記推定因子の関数である、装置。
【請求項１４】
　前記観測されるビットレートが、スケジューリングされるアップリンク送信許可に基づ
き、開始および終了を有する少なくとも１つのバースト期間ｔを含んだ観測期間Ｔのビッ
トレートの大きさに対応し、前記開始および前記終了のそれぞれが、通信イベントに基づ
く、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記開始が基づく前記通信イベントが、１）前記ＵＥによるスケジューリング要求（Ｓ
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Ｒ）の送信、２）前記ＵＥによるバッファステータスレポート（ＢＳＲ）の送信、３）前
記ＵＥによるランダムアクセスチャネル要求（ＲＡＣＨ）の送信、４）前記ＵＥにおける
アクティブ時間タイマーの開始、５）半永続スケジューリング（ＳＰＳ）の開始、６）ア
ップリンク許可の受取り、または７）前記ＵＥのアップリンク送信バッファにおけるデー
タの存在のうちの１つまたは複数の最も早いものに対応する、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記終了が基づく前記通信イベントが、１）前記ＵＥが送信するデータを有しないこと
、２）前記ＵＥのアクティブ時間タイマーが停止すること、３）ＳＰＳの終了、または４
）前記観測期間Ｔの終了のうちの１つまたは複数の最も早いものに対応する、請求項１４
に記載の装置。
【請求項１７】
　前記観測されるビットレートが、複数の観測期間にわたって測定されたビットレートの
平均である、請求項１４に記載の装置。
【請求項１８】
　前記観測されるビットレートが、ＢＳＲに基づき、総ビット数を送信するのにかかる総
時間に応じて前記ＢＳＲで報告される前記総ビット数の大きさに対応する、請求項１３に
記載の装置。
【請求項１９】
　前記推定される利用可能なリンク容量が、最大レートの効率因子倍、および全保証ビッ
トレートの合計のうちの最大値である、請求項１３に記載の装置。
【請求項２０】
　前記最大レートが、先のアップリンク送信の変調およびコーディング方式に基づく、請
求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　前記推定因子が、前記推定される利用可能なアップリンクスループットが前記観測され
るビットレートに対応するように選択される、請求項１３に記載の装置。
【請求項２２】
　前記推定因子が、前記推定される利用可能なアップリンクスループットが前記推定され
る利用可能なリンク容量に対応するように選択される、請求項１３に記載の装置。
【請求項２３】
　推定因子を選択するための前記手段が、前記推定される利用可能なアップリンクスルー
プットが、前記観測されるビットレート未満の値と、前記観測されるビットレートから外
挿されるビットレートに対応する値との間であるように、最初の推定因子をスケーリング
するように構成される、請求項１３に記載の装置。
【請求項２４】
　推定因子を選択するための前記手段が、前記推定される利用可能なアップリンクスルー
プットが、前記観測されるビットレート未満の値と、前記推定される利用可能なリンク容
量に対応する値との間であるように、最初の推定因子をスケーリングするように構成され
る、請求項１３に記載の装置。
【請求項２５】
　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置は、ユーザ機器（ＵＥ）であり、
　メモリと、
　前記メモリに結合され、
　　前記ＵＥのアップリンク送信に基づいて観測されるビットレートを決定し、
　　前記ＵＥのための利用可能なリンク容量を推定し、
　　推定因子を選択し、
　　前記観測されるビットレート、前記推定される利用可能なリンク容量、および前記推
定因子に応じて、前記ＵＥの今後のアップリンク送信のための利用可能なアップリンクス
ループットを推定する
　ように構成された少なくとも１つのプロセッサとを備え、
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　前記推定される利用可能なアップリンクスループットが、前記観測されるビットレート
と長期因子の積、保証ビットレート、および最小ビットレートのうちの最大値であり、こ
こにおいて前記長期因子が、前記推定因子の関数である、装置。
【請求項２６】
　ユーザ機器（ＵＥ）のアップリンク送信に基づいて観測されるビットレートを決定し、
　前記ＵＥのための利用可能なリンク容量を推定し、
　推定因子を選択し、
　前記観測されるビットレート、前記推定される利用可能なリンク容量、および前記推定
因子に応じて、前記ＵＥの今後のアップリンク送信のための利用可能なアップリンクスル
ープットを推定するためのコードを備え、
　前記推定される利用可能なアップリンクスループットが、前記観測されるビットレート
と長期因子の積、保証ビットレート、および最小ビットレートのうちの最大値であり、こ
こにおいて前記長期因子が、前記推定因子の関数である、コンピュータ実行可能なコード
を記憶した非一時的なコンピュータ可読媒体。
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